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■開催日時

月８ 27日●土・28日●日

■開演　午後６時30分

■終演　午後８時30分

■会場　宮沢賢治童話村

■入場料　無料

※雨天決行・荒天中止

■テーマ　宮沢賢治と描きなおす世界

　　　　臨時駐車場　　　会場（約 10 分）

臨時駐車場始発　

午後４時　

帰り　

午後４時15分

最終便　

午後９時15分会場発

■無料シャトルバス

　臨時駐車場（花巻新渡戸記念館、矢沢野球

場）から会場まで無料シャトルバスを約30分

間隔で往復運行します。

※�バスの発着時刻は道路状況などにより若干

ずれる場合があります

　会場と同時配信！YouTubeでも

無料でお楽しみいただけます。

（https://tinyurl.com/52sp8upv）　　　　　　　　　　　　　　　　

＊�後日、期間限定でアーカイブ配

信を予定しています

奈良美智（現代美術家）
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高坂希太郎（アニメーター・映画監督）
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　コンサート、インタビュー、郷土芸能、ミュージカルといった多彩な

６つのプログラムを通して、宮沢賢治のイーハトーブを、豊かに表現します。

８ 27

８
28

　野外ステージの大型スクリーンで事前

に収録した映像の上映をお楽しみいただ

きます。生出演はありません。

“わらび座夏の特別公演2022”より
ミュージカル「銀河鉄道の夜」、舞楽詩「風の又三郎」ほか

わらび座（劇団）出演

　2020年イーハトーブ賞を受賞した劇団「わらび座」による、ミュージカル作品「銀

河鉄道の夜」、舞楽詩「風の又三郎」の公演の模様をお届けします。

郷土芸能「鹿
しし

踊
おどり

」

出演 花巻農業高等学校鹿踊部

　宮沢賢治が教員として勤務していた花巻農学校（現：花巻農業高等学校）の鹿踊部の

学生たちによる「鹿踊」。鹿踊の起源は諸説ありますが、鹿の供養から始まり、五穀豊

穣祈願が舞踏化された芸能です。「ささら」を背負い、総重量 15㌕ある装束を身に着け、

太鼓を打ちながら謡い踊ります。

出演

　何にも縛られず、自由に作品を生み出し、世界中を舞台に言葉や文化背景、年代の壁を越えて人々から愛

され続ける美術家、奈良美智さん。旅人でもある奈良さんに、花巻の森の中で、鳥や虫の鳴き声に包まれな

がらおぼろげに揺れる焚き火を前に宮沢賢治の思い描いた世界とのつながりや、今だからこそ自然と向き合

う中で感じることについてじっくりとお話を伺います。

焚
た

き火にゆらめく世界

100年後のレコードコンサート

原摩利彦（音楽家）、須原杏（バイオリン奏者）、銘苅麻野（バイオリン奏者）、

角谷奈緒子（ビオラ奏者）、関口将史（チェロ奏者）、岩崎和音（サントゥー

ル奏者）

出演

　宮沢賢治が「電車」「天地誘接」（『春と修羅』収録）を書いたのが1922年８月17日。それからちょ

うど 100 年後の 2022 年８月 17 日に花巻市にて演奏、収録します。100 年前の世界といえば彼

方のように感じられますが、「過去とかんずる方角」へ目盛を 100 ずらすと彼の生活にたどり

着けると考えるとそう遠くはないのかもしれません。今回演奏する音楽が、風の音、あるいは

何かの音となって、賢治の心象の内に一瞬でも浮かぶことを夢想しています。

作曲・構成 原摩利彦

イーハトーブの地図～心に映る風景～

出演

　数多くのスタジオジブリの名作を支えた日本有数のトップアニメーターである高坂希太郎さん。無類の自転車

好きとして知られる高坂さんとお話をしながら、自転車で自由きままに夏の花巻を巡ります。目に見えるも

の、目には見えないものの境界を超えて広がる風景を絵日記に記す「心象スケッチの旅」。

オープニング
18:30 ～

オープニング
18:30 ～

インタビュー
19:45 ～

ドキュメンタリー
19:45 ～

コンサート
18:50 ～

宮沢賢治トラヴィデブラ

蓮沼執太（音楽家）、塩塚モエカ（羊文学/ボーカル、ギター）、染谷将太（俳優）、

徳澤青弦（チェロ奏者）、Ｕ-ｚｈａａｎ（タブラ奏者）、Ｌｉｃａｘｘｘ（ＤＪ）
出演

　わたしたちに遠い昔のことはわかりません。どのように日々を営んで、どんな景色に触れて、

何を美しいと感じていたのでしょうか。本当のところはわかりません。だからこそ、記された作

品「詩ノート」に触れながら、宮沢賢治が生きていた時代を想像していきます。

　宮沢賢治が生涯の中で追い求めた言葉の一つが「透明」です。エスペラント語で「Travidebla（ト

ラヴィデブラ）」と言います。

　この「透明」をテーマにして「詩ノート」へのサウンドトラックをパフォーマンスしていきます。

構成 蓮沼執太

コンサート
18:50 ～

　イーハトーブフェスティバルに

ついてはウェブサイト（https://

www.ihatovfestival.com）をご覧

ください。　　　　　　　　　　　　　　
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【問い合わせ】 �賢治フェスティバル実行委員会事務局（本館賢治まちづくり課内☎41-3590）　　　　

蓮沼執太

染谷将太

Ｕ-ｚｈａａｎ Ｌｉｃａｘｘｘ

塩塚モエカ

徳澤青弦

銘苅麻野 角谷奈緒子

関口将史 岩崎和音

須原杏原摩利彦

Sat.

Sun.


